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1 はじめに

近年，コンピュータで扱われるデータサイズが爆発的

に増加しており，大規模データ分析の需要が高まってい

る．インターネット上のサイト，スマートフォンのアプ

リケーションなどを筆頭に，大規模データを得られる機

会が多くなり，それらを分析して見識を得るための分析

手法に関する研究も盛んに行われている．

大規模データ分析への需要が高まったことで，データ

ベース上で分析を行う in-databaseアナリティクス [1]が
注目を集めている．In-database アナリティクスはデー
タベースからデータを取り出さずに分析を行う手法であ

る．この手法では，分析処理をデータベースのライブラ

リとして実装するため，他のソフトウェアにデータを渡

す必要がなく，高速な分析処理が可能になる．

また，大規模データ分析のための可視化フレームワー

クも重要性を増している． サイズが大きいデータの分

析は，情報量が多すぎてユーザが直感的に理解できる代

物ではなくなってしまっているためである．例えば，文

献 [2]では，可視化インターフェースによる機械学習モ
デルの比較が提案されており，要素ごとのドリルダウン，

ロールアップなどの操作がサポートされている．

本研究では in-database アナリティクスを用いた大規
模データ分析の可視化インターフェースを提案する．

In-databaseアナリティクスは大規模データを分析する優
れた処理基盤であるが，そのインターフェースはコマン

ドラインのみであり，使用には専門的な知識が必要にな

る．そこで可視化インターフェースをフロントエンド，

in-databaseアナリティクスをバックエンドに持つフレー
ムワークを提案し，大規模データの直感的な分析を可能

とするシステムの実装を目指す．

2 In-databaseアナリティクス

In-database アナリティクスは RDBMS からデータを
取り出さずにデータ分析を行う技術のことで，RDBMS
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に分析処理のライブラリを組み込むことで，データベー

スのプロセス空間内での分析処理を可能とする．また，

データベース上で実行するため，選択や射影などのデー

タベースらしい機能を取り入れつつ分析可能なことも大

きな利点である．

本研究では，in-databaseアナリティクス用ライブラリ
としてMADlib [3]を使用する．MADLibは Greenplum
や PostgreSQLなどの RDBMS向けにに開発された，統
計解析や機械学習のアルゴリズムを集めたライブラリで

ある．ライブラリはすべて SQL の関数として実装され
ており，分類，回帰，クラスタリングなどのアルゴリズ

ムが用意されている． 例えば，MADlib で心不全の患
者データ “patients”テーブルを分析する場合について考
える．このデータは患者が 1年以内に心臓発作を再発し
たかどうかを示す “second_attack”，患者が anger control
の治療を受けたかどうかを示す “treatment”，特性不安
の係数 “trait_anxiety”の 4属性を持っている．ここでは
“treatment”，“trait_anxiety”要素から “second_attack”が
発生するかどうかをロジスティック分析で予測する．ま

ずはデータを学習するために，以下の SQLを実行する．

SELECT　 madlib.logregr_train(
’patients’，
’patients_logregr’，
’second_attack’，
’ARRAY[1，treatment，trait_anxiety]’

);

“patients” は学習するテーブル，“patients_logregr” は学
習モデルを出力するテーブル，“second_attack”は学習モ
デルで予測するラベル，“ARRAY[...]”は学習に用いる特
徴量である．学習が完了すると，“patient_logregr” テー
ブルに学習モデルが作成される．モデルを用いた予測

は，以下の SQLで行う．

SELECT madlib.logregr_predict(
coef，
ARRAY[1，treatment，trait_anxiety]

)
FROM patient_test p，patient_logregr m;

“coef” は作成したモデル内の属性で学習に使用した各
属性の係数，“ARRAY[...]”はモデル作成に用いた配列，
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図 2 可視化インターフェースの画面
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“patients_test” は予測に用いるデータである．このよう
に SQLから関数として機械学習処理が呼び出せるため，
射影や選択などの SQL のその他の処理と組み合わせる
ことが可能である．

3 可視化手法の実装

提案フレームワークは図 1 に示すようになっており，
ユーザがブラウザ上で行った操作に応じてサーバ側で

PostgresSQL及びMADlibによる分析が行われ，分析結
果をブラウザ上に可視化する．ブラウザ上での可視化に

は JavaScript言語のライブラリである D3.jsを用いてお
り，単純に分析結果のテーブルを表示するだけでなく，

集計値のグラフィカルテーブルとしての表示や散布図の

描画など，分析結果の理解を補助するよう可視化する．

なお，サーバ側のインタフェースは Python 言語により
実装しており，ブラウザ上で行われた操作に応じた分析

用 SQL の生成，必要に応じた問合せ結果の加工などを
担う．

可視化インターフェースの例として，Edgar Anderson
のあやめのデータセット [4]を可視化したものを図 2に
示す．このデータは 3 種類のあやめ (セトナ，バージニ
カ，バーシクル) のがくの長さと幅，花びらの長さと幅

のデータである．現在のインターフェースでは，指定し

たデータに対してグラフィカルテーブルと散布図の描画

を行う．グラフィカルテーブルは図 2上部 (1)に示され
ており，各属性の平均，分散および属性間の相関を棒グ

ラフで表示する．散布図は図 2下部 (2)に表示されてお
り，散布図のラベルや軸の設定は図 2 左側のメニュー
(3) で行う．例えば図 2 では軸としてがく片とがく片幅
を，カラーラベルとしてあやめの種類を使用している．

4 おわりに

本研究では，in-databaseアナリティクスを用いたデー
タ分析の可視化により，大規模データを対話的に分析で

きるフレームワークを検討した．今後はより直感的なイ

ンターフェースを実装し，機械学習の解析，統計解析を

よりスムーズに行えるようにすることが課題である．
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